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令和３年度 六角橋地域ケアプラザＰＤＣＡシート_公表用 （事業計画書、事業報告書、事業実績評価）

̶総括表̶
◆ 事業計画

□ 地域の現状
【白幡地区】
2020年4月更新の時点、総人口 13721人、65 歳以上の人口 3186人（高齢化率 23.2　％）。以前は大手企業の大規模な社
宅があった地域で、新興の住宅と昔ながらの住宅が混在している地域。市営バスが地区内を1時間に1本程度の運行を
行っているが、急坂や階段が多い丘陵地であり、道路幅員が狭く、車の通れない道路も多く、ゴミ集積場までが遠く出せな
い。生活用品や食料品を買いに行きにくいなど移動支援や生活支援に対するニーズの高い地区といえる。また、ほぼ全て
の町会が会館を有し、独自に町内会活動や会合が行える環境が整っている事もあり、単位町内会単位での独自の活動を
多く有している特徴がある。一方、高齢化に伴う参加者の減少等の課題の声は共通のキーワードとして聞かれ、地区会長
会議の参加メンバーの拡充や町会を越えてのつながりの醸成を目的に「白幡の輪」が発足するなど、町内会を越えての取
組が生まれつつある。
その上、管轄ケアプラザまでは急坂を登らなければ行くことができない為、積極的にケアプラザが地区へ出向き相談会や
勉強会・講座を行う中、2町内会で身近な交流拠点、集いの場としての地域カフェ活動が開始され、地区内でも遠いエリア
へのアプローチが可能となるなど、出張対応を軸に地区支援を行っており、継続していくことが必要である。

【神北地区】
2020 年4月更新の時点、総人口 11081人、65 歳以上の人口 2536人（高齢化率　22.9％）。
かつては市電の沿線の歓楽街であり、商業が盛んな地域でもあった平地側と神奈川大学へと続く丘陵地に大きく分かれ
る地区特性を有する。地区中央には上麻生線が南北に走り、東急東横線や京急線、JR3駅を利用できる立地の良さから
近年、平地側ではマンション建築が進み、新しい住民が増えている地域がある。一方で、山側を中心とした昔ながらの木
造住宅が密集し、独居高齢者や高齢夫婦世帯が多い地域も点在し、地形を基に課題も異なる傾向がある。山側では道路
幅員が狭く、車の通れない道路が多くあり、市営バスの路線の廃線等により、日ごろの買い物や移動が課題に上がること
から2019年に、近隣デイサービスの空車両を活用したお買い物シャトルの運営を行う等の取組がスタートしている。一方、
平地側では急速な新規居住者の流入により住民の把握ができない。町会加入率の低下などつながりづくりに課題を感じ
ているとの声が聞かれ地域カフェや地域食堂といった集いの場の運営が盛んに行われている。
また地区内には、数十年前まで神奈川大学の学生が借りていたような木造単身者アパートに独居高齢者が住んでいるこ
ともあり、複合な問題を抱えている方や状況が把握しづらい閉じこもりがちな方も多いという課題がある。ケアプラザとして
は、早めに関係者と情報共有を行うことが必要である。

【六角橋地区】
2020年4月更新の時点、総人口 13552人、65 歳以上の人口 3242人（高齢化率　29.9％）。
東急東横線白楽駅、横浜市市営地下鉄ブルーライン岸根公園駅が近く、バスの運行も多い上麻生線沿いの地域であり、
交通の便が非常に良い地区である。地区の特徴として六角橋商店街や神奈川大学があり日中の人通りも多い反面、利便
性の良さからワーキング世代は都内に働きに出る人も多く、地域活動も土日や夜間に実施されることが多い。高齢者世代
の方は、運動機能の維持や健康に対する意識が高く、介護予防の取り組みが浸透しているが、自治町内会館がない所が
多く活動場所に偏りがある。また、地区社会福祉協議会を中心に、「子育て広場」をケアプラザと共催で開催するなど、子
育て支援にも力を注いでおり、支え愛プランにも子どもに向けた支援が主軸に掲載されている事も特徴である。その他に
も、杉山大神の世話人を年番として受け持つなど、連合町内会としてのつながりが強い事も特徴として上げられ「ろっかく
“まるっと”情報局」（自治連合会プロジュースのホームページ）の運営など他地区にはない取組みが近年生み出されてい
る。中でも、2015年「まち×学生プロジェクト」を立ち上げ、「神大マルシェ」「オレンジプロジェクト」「キャンドルナイト」「まち
SHOKU」等多世代交流のためのイベント企画や社会問題へのアプローチなど地域と大学の協働での取り組みが多くのメ
ディアに取り上げられ、数々の賞を受賞するなど、地域に根付き発展してきた。

□ 今後の⽅向性

今後の方向性として、ケアプラザから遠いエリアや交通機関へのアクセスがしにくい場所、集まる機会の少ない
場所等で、より身近な場所で住民が集える拠点を増やしていく。又、全エリアを通し公共交通機関にアクセスし
にくい地域もあり、日常の移動手段について区行政と協力し、安定した運用ができる方法を検討していく。さらに
6年目を迎え世代交代が進む中「まち×学生プロジェクト」の安定した運営の組織づくりや「オレンジプロジェクト」
等課題を整理し関係機関と継続可能な方法を検討しながらまちづくりとしての地域包括システム・持続可能な地
域共生社会の実現に向けて推進をしていく。

□ 今年度の重点的な取組

—具体的な取組内容－

地区の状況に合わせ、共催や事務局等の継続支援を行い、活動の安定的な運営かつ定着を目指す。
○「白幡の輪」の開催
〇「みち遊び」の実施
○地形を要因とする生活課題へのアプローチ

○地域カフェ連絡会の開催
○「コーヒーを学んでサロンを作ろう♪第5弾」の開催
○学校法人三幸学園とのイベントコラボレーション
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【全体を通して】

□ 区からのコメント

〇地域の人たちが介護予防を知る最初の入口として教室や各種勉強会を開催する。
〇ケアマネジャー向けの介護予防を意識した介護予防マネジメントやアセスメントをテーマにした研修をケアプラ
ザで行う。
〇また、ケアマネージャからも介護予防事業を紹介しやすいようにする。

移動・輸送支援サービスの構築に向け行政と連携し、役割分担を明確にし他地区でも実施できる汎用性のある
パッケージの開発・発信を行う。
〇【区】企業連携や協力依頼など活動の広がり、他地区への周知・連携を行う。
〇【ケアプラザ】ノウハウや課題の共有・お買い物支援サービスの運営支援

◆ 事業報告・事業実績評価

□ 振り返り
【各項⽬の振り返り】

当ケアプラザのネットワークや場を活用し、福祉保健活動やまちづくりに寄与するボランティアコーディネートを実践する。
○当ケアプラザ主催事業各種
○まち×学生プロジェクト各事業
○子育て広場
○地域カフェ　等



１　施設の適切な運営について

取組
計画

実績

２　指定介護予防支援事業、居宅介護支援事業

目標

職員
体制

契約
者数

指定介護予防支援事業
第１号介護予防支援事業

・管理者1名（常勤兼務）
・社会福祉士1名（常勤兼務）
・主任介護支援専門員1名（常勤兼務）
・保健師1名（常勤兼務)
・看護師1名（常勤兼務）
・介護支援専門員（非常勤専従）

居宅介護支援事業

・管理者1名（常勤兼務）
・主任介護支援専門員２名（常勤専従）
・介護支援専門員1名（常勤専従）

・要支援１・２と認定を受けた方が、住み慣れた地域
での自立した生活が継続できるよう、ご利用者様の
自主性を尊重した自立支援を目指した介護予防ケア
マネジメント、介護予防サービス計画の作成及び
サービスの調整を行う。
・事業対象者や要支援が目標に近づけるよう、フォー
マルで利用できるサービスの他、地域で利用・参加で
きるインフォーマルサービスを伝えていく。
・部門内職員での情報共有を密に行い、急な対応等
も迅速に行えるような体制を構築していく。また、住み
慣れた地域での生活を支援するためには職員の専
門性向上が不可欠であるため、年間を通じて外部研
修に積極的に参加し知識と技術の向上に務めてい
く。

・関係行政機関、保健福祉医療機関、ボランティア団
体との連携を図り、多様な事業者から総合的にかつ
効率的にサービスが提供されるように調整する。
・ケアプラザにある居宅介護支援事業として、医療依
存度が高い方などの在宅限界を高めるなどの支援を
行うと共に、難しい対応が必要な方の受入を積極的
に行う。
・定期的な部門の会議を開催し、担当不在時でも他
職員が対応できるよう情報の共有化を行っていく。
・医療機関からの相談も受けられるように、顔の見え
る関係を築く。
・1人35件の担当ができるように、関係機関との連携
を強化する。

令和３年度六角橋地域ケアプラザ事業計画書・報告書（施設運営、介護保険事業）

・地域包括支援センターにおいては、相談時に、事業所を
選んで頂く際には、ハートページやパンフレットを活用し、ご
利用者様、ご家族様が選びやすいよう工夫していきます。
・ご利用者様、ご家族様のご意見を聞き、適切な情報提供
ができるよう、非常勤職員を含め研修を受講しスキルアッ
プにつとめます。

公正・中立性の確保について コンプライアンスへの対応について
（事故防止、個人情報保護等）

・年間計画を策定し、毎月1回、事故防止、個人情報保護、
倫理規定、虐待防止等の研修を行います。
・ヒヤリハットの報告書を作成し、是正策を含め職員で話し
合い、回覧することにより再発防止に努めます。
・個人情報を取り扱う際の注意点をまとめ、事務所内での
掲示、読み合わせにより常に注意喚起を行います。



目標

実施
体制

利用
料金
・

実費
負担

職員
体制

契約
者数
等 【契約者数】 【契約者数】 【契約者数】

【延べ利用者数】 【延べ利用者数】 【延べ利用者数】

【実施日数】

【提供時間】

【定員】

【実施日数】

【提供時間】

【定員】

【実施日数】

【提供時間】

【定員】

３　通所系サービス事業

通所介護
（介護予防・第１号・通所介護）

認知症対応型通所介護
（介護予防・通所介護）

地域密着型通所介護
（介護予防・通所介護）



横浜市六角橋地域ケアプラザ

1 子育て広場 H24年度
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

子育て支援。乳幼児と保護者の交流の場
を提供する。子育ての情報提供を発信す
る。

３：養育者及
び乳幼児

乳幼児と保護者を対象とした交流の場を
開催する。

2 サンSUNルーム H24年度
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

乳幼児と保護者がいつでも遊びに来れる
常設の場、休憩できる場としてケアプラザ
を開放する。

３：養育者及
び乳幼児

常設のキッズルームを運営する。

3 保育のお話基本のキ-Online- R2年度
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

神奈川区の子育てコンシェルジュや子育
てサポートシステムについて知ってもらう
機会提供する。

４：子ども・青
少年

保育園の申し込み方法や神奈川区の子
育てコンシェルジュ・子育てパートナーに
ついて知ってもらう相談する機会を設け
る。

4
まち×学生～地域をつなぐ～
キャンドルナイト2021

H30年度
１：地域活動交
流事業

２：発展させる
ねらい

子どもからお年寄りまで個人でも施設単
位まで誰でもが参加できる企画を実施す
ると共に、キャンドルホルダーを家形で統
一することで「まちづくり、ささえあい」など
を表現する。

５：地域

牛乳パックで一人ひとりオリジナルのキャ
ンドルホルダーをつくり、神奈川大学や神
奈川区内の施設でキャンドルナイトを開催
する。

5
クリスマスパレード～ちびっこ
サンタがやってくる！～

R2年度
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

地元商店や企業と育て世代の交流の機
会を創ると共に、学校法人三幸学園様と
共催することで今後の連携の形を模索す
る。

３：養育者及
び乳幼児

5
学校法人三幸学園の学生と共に、地元の
お店や企業を回り、クリスマスプレゼント
を貰い歩く企画を実施する。

6 白幡個別相談会 H27年度
２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取
り組み

包括支援センター職員が、ケアプラザへ
のアクセスが悪い地域に出向き、相談会
を開催することで、情報提供や相談できる
場を地域の中に作る。

５：地域 1 包括支援センター職員による相談会。

7 匠のつどい H30年度 ４：共催（１と２）
１：優先的に取
り組み

地域活動者と専門職の情報交換、新たな
活動の提案ができる場を設ける。

１：高齢者

定期的に民生委員を中心とした地域の方
とデイサービス事業所を中心とした専門
職が定期的に集まり、情報交換や新たな
活動を提案できる場を設ける。

8 介護者のつどい H26年度
２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取
り組み

介護者の気分転換、相談の場を提供す
る。

５：地域

各回のテーマを決め、在宅で介護する方
や介護に関心のある方へ情報や介護の
コツを伝える。介護者同士の交流の機会
を設ける。

9
司法書士・行政書士による無
料相談会

H24年度
２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取
り組み

司法書士・行政書士による相談会を行
い、成年後見制度や相続遺言等について
専門的な相談ができる場を設ける。

１：高齢者 5 司法書士・行政書士による無料相談会。

事業名
主な

対象者

従たる
対象者

(複数選択
可）

開始
年度

事業
事業の
性質

令和３年度　自主事業計画書・報告書

No 事業内容・実施時期事業目的

■ 事業

１︓地域活動交流事業 ２︓地域包括⽀援センター運営事業

３︓⽣活⽀援体制整備事業 ４︓共催（１と２） ５︓共催（１と３）

６︓共催（２と３） ７︓共催（１と２と３）

■ 事業の性質

１︓優先的に取り組みが求められる事業

２︓福祉保健活動に発展させることを

ねらいとした事業

■ 主な対象者、従たる対象者

１︓⾼齢者 ２︓障害児・者 ３︓養育者及び乳幼児

４︓⼦ども・⻘少年 ５︓地域 ６︓事業者

７︓その他



収⼊の部 （単位︓円）

当初予算額（A） 補正額（B） 予算現額（C=A+B） 決算額（D） 差引（C-D） 説明

19,692,000 19,692,000 19,692,000 横浜市より

0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 0

0 0 0

0 0 0

65,500 65,500 65,500

19,757,500 0 19,757,500 0 19,757,500

当初予算額
（A）

補正額
（B）

予算現額
（C=A+B）

決算額
（D）

差引
（C-D）

説明

11,774,500 0 11,774,500 0 11,774,500

8,074,500 8,074,500 8,074,500

1,245,000 1,245,000 1,245,000

2,335,000 2,335,000 2,335,000

70,000 70,000 70,000

0 0 0 ハマふれんど

0 0 0

50,000 50,000 50,000

2,428,500 0 2,428,500 0 2,428,500

60,000 60,000 60,000

800,000 800,000 800,000

0 0 0

120,000 120,000 120,000

450,000 450,000 450,000

0 0 0 0 0

⾃販機⽬的外使⽤料（横浜市への⽀出） 0 0 0

その他 0 0 0

200,000 200,000 200,000

73,000 73,000 73,000

150,000 150,000 150,000

50,000 50,000 50,000

30,000 30,000 30,000

0 0 0

80,000 80,000 80,000

350,000 350,000 350,000

65,500 65,500 65,500

278,000 0 278,000 0 278,000

42,000 42,000 42,000 予算：指定額

236,000 236,000 236,000

0 0 0

3,610,000 0 3,610,000 0 3,610,000

2,300,000 2,300,000 2,300,000

1,200,000 1,200,000 1,200,000

60,000 60,000 60,000

50,000 0 50,000 0 50,000

空調衛⽣設備保守 0 0 0

消防設備保守 0 0 0

電気設備保守 0 0 0

害⾍駆除清掃保守 50,000 50,000 50,000

駐⾞場設備保全費 0 0 0

その他保全費 0 0 0

0 0 0

100,000 100,000 100,000

474,000 474,000 474,000 予算：指定額

1,092,500 0 1,092,500 0 1,092,500

0 0 0

1,092,500 1,092,500 1,092,500

0 0 0

0 0 0

0 0 0

19,757,500 0 19,757,500 0 19,757,500

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

236,000 0 236,000 0 236,000

△ 236,000 0 △ 236,000 0 △ 236,000

0 0 0 0 0 目的外使用許可（自販機）による手数料収入

0 0 0 0 0 目的外使用許可（自販機）による横浜市への支出

0 0 0 0 0
※各大項目の内訳については、「その他」欄に集約して記載している場合もあります。

その他

印紙税
その他

修繕費

光熱⽔費
清掃費
機械警備費
設備保全費

公租公課
事業所税
消費税

その他

事業費

印刷代
⾃動販売機⼿数料
その他

令和３年度　「六角橋地域ケアプラザ」

収支予算書及び報告書（一般会計）＜地域活動交流＞

科⽬
指定管理料
⾃主事業収⼊（指定管理料充当の⾃主事業）
雑⼊

共益費

運営協議会経費
⾃主事業費（指定管理料充当の⾃主事業）
その他

管理費

⾃主事業 収⽀

管理許可・⽬的外使⽤許可に関わる収⼊

管理許可・⽬的外使⽤許可に関わる収⽀
管理許可・⽬的外使⽤許可に関わる⽀出

その他
⽀出合計

⾃主事業費 ⽀出

差引

⾃主事業費 収⼊

⼿数料
地域協⼒費

職員等研修費

旅費

会議賄い費

使⽤料及び賃借料

備品購⼊費

印刷製本費

施設賠償責任保険
図書購⼊費

振込⼿数料

消耗品費

リース料

その他

本俸

通信費

⼿当計
健康診断費

事務費

収⼊合計

⽀出の部

科⽬

⼈件費

勤労者福祉共済掛⾦
退職給付引当⾦繰⼊額

社会保険料

その他



収⼊の部 （単位︓円）
当初予算額
（A）

補正額
（B）

予算現額
（C=A+B）

決算額
（D）

差引
（C-D）

説明

30,448,000 30,448,000 30,448,000 横浜市より
154,000 154,000 154,000 横浜市より

5,802,000 5,802,000 5,802,000 横浜市より
0 0

0 0

23,000 23,000

0 0 0 0 0

0 0

0 0

0 0

23,000 23,000 23,000

36,427,000 0 36,427,000 0 36,427,000

当初予算額
（A）

補正額
（B）

予算現額
（C=A+B）

決算額
（D）

差引
（C-D）

説明

31,670,000 0 31,670,000 0 31,670,000
25,400,000 25,400,000 25,400,000
2,500,000 2,500,000 2,500,000
3,400,000 3,400,000 3,400,000

70,000 70,000 70,000
0 0 ハマふれんど

0 0
300,000 300,000 300,000

1,830,000 0 1,830,000 0 1,830,000
60,000 60,000 60,000
907,000 907,000 907,000

0 0
120,000 120,000 120,000
100,000 100,000 100,000

0 0 0 0 0
⾃販機⽬的外使⽤料（横浜市への⽀出） 0 0

その他 0 0
350,000 350,000 350,000
10,000 10,000 10,000
80,000 80,000 80,000

0 0
30,000 30,000 30,000

0 0
150,000 150,000 150,000

0 0
23,000 23,000 23,000

931,000 0 931,000 0 931,000
630,000 630,000 630,000 予算：指定額

100,000 100,000 100,000
151,000 151,000 151,000
50,000 50,000 50,000 予算：指定額

0 0
1,870,000 0 1,870,000 0 1,870,000

200,000 200,000 200,000
1,450,000 1,450,000 1,450,000

0 0
100,000 0 100,000 0 100,000

空調衛⽣設備保守 0 0
消防設備保守 0 0
電気設備保守 0 0
害⾍駆除清掃保守 20,000 20,000 20,000
駐⾞場設備保全費 0 0
その他保全費 0 0

0 0

120,000 120,000 120,000
126,000 126,000 126,000 予算：指定額

0 0 0 0 0
0 0
0 0
0 0
0 0
0 0

36,427,000 0 36,427,000 0 36,427,000
0 0 0 0 0

0 0 0 0 0
301,000 0 301,000 0 301,000

△ 301,000 0 △ 301,000 0 △ 301,000

0 0 0 0 0 目的外使用許可（自販機）による手数料収入

0 0 0 0 0 目的外使用許可（自販機）による横浜市への支出

0 0 0 0 0
※各大項目の内訳については、「その他」欄に集約して記載している場合もあります。

管理許可・⽬的外使⽤許可に関わる収⼊
管理許可・⽬的外使⽤許可に関わる⽀出
管理許可・⽬的外使⽤許可に関わる収⽀

その他
⽀出合計

差引

⾃主事業費 収⼊
⾃主事業費 ⽀出
⾃主事業 収⽀

修繕費
公租公課
事業所税
消費税
印紙税
その他

管理費
光熱⽔費
清掃費
機械警備費
設備保全費

共益費
その他

協⼒医
⾃主事業費（指定管理料充当の⾃主事業）【包括】
⾃主事業費（指定管理料充当の⾃主事業）【介護予防】
⾃主事業費（指定管理料充当の⾃主事業）【⽣活⽀援】
その他

事業費

使⽤料及び賃借料

備品購⼊費
図書購⼊費
施設賠償責任保険
職員等研修費
振込⼿数料
リース料
⼿数料
地域協⼒費
その他

勤労者福祉共済掛⾦
退職給付引当⾦繰⼊額
その他

事務費
旅費
消耗品費
会議賄い費
印刷製本費
通信費

本俸
社会保険料
⼿当計
健康診断費

その他
収⼊合計

⽀出の部

科⽬

⼈件費

⾃主事業収⼊（指定管理料充当の⾃主事業）【包括】
⾃主事業収⼊（指定管理料充当の⾃主事業）【介護予防】
⾃主事業収⼊（指定管理料充当の⾃主事業）【⽣活⽀援】
雑⼊
印刷代
⾃動販売機⼿数料
その他

指定管理料【⽣活⽀援】

令和３年度　「六角橋地域ケアプラザ」

収支予算書及び報告書（一般会計）＜包括・介護予防・生活支援＞

科⽬

指定管理料【包括】
指定管理料【介護予防】



（単位：千円）

予算 決算 差引 予算 決算 差引 予算 決算 差引

34,856 34,856 19,356 19,356 30,565 30,565

0 0 0 0 0 0 0 0 0

事業・負担金収入 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

その他 0 0 0 0 0 0

34,856 0 34,856 19,356 0 19,356 30,565 0 30,565

24,612 24,612 15,640 15,640 22,739 22,739

2,874 2,874 2,450 2,450 5,693 5,693

192 192 200 200 0 0

0 0 0 0 0 0

84 84 10 0 10 0 0 0

利用者負担軽減額 0 0 0 0 0 0

消費税 0 0 0 0 0 0

介護予防プラン委託料 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

その他 84 84 10 10 0 0

27,762 0 27,762 18,300 0 18,300  0 28,432

7,094 0 7,094 1,056 0 1,056 2,133 0 2,133

※　介護予防プランを他事業者へ委託する場合の取扱は、介護報酬を一旦全額収入に計上した後、他事業者へ委託料として支払う分を支出に計上してください。

※　上記以外の事業を実施している場合は、事業ごとに列を追加して記載してください。

令和３年度　地域ケアプラザ収支予算書及び報告書＜介護保険事業分＞

施設名：横浜市六角橋地域ケアプラザ

収
入

科目 第1号介護予防支援 介護予防支援 居宅介護支援

 その他

支出合計（Ｂ）

収支　（Ａ）－（Ｂ）

 介護保険収入

 その他

収入合計（Ａ）

支
出

 人件費

 事務費

 事業費

 管理費




